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F－33 福岡市における日用品価格の推移について一老 弩( 第i 報
一一昭和岬年とぶ)年の価mm 一 一

甲村学圓穂大　山T 正子

B 的 昭和昭年にS 油危機，続いて物不足ﾉ'ぐニ-
 ･>
フが勃発し友 尺必，物価は急騰しre.

政府 は峻需雷抑制寒色檜底し, 物価鎮静化吉誠みた。しかし胃常気象による農産物価蔡り

上昇，またわが圀ぼ今くのt 源左海外からの輸刈 こ像与しているボ，世界妁イン フレりた

A'),   この鳶濠価格か上昇したことなどが原mt:, 依然乙して物価は上昇している。昭和拓

郎/o 阿の福司市(1)消蛋着物価指散は/7L2  ( β防＝/oo)  t,  前年同月と比べると//｡∂%

上昇した。 そこで男看着は，上此の物価上昇に対応するTzめ節約しre. しかし一irご＼t,

BUI

日常生冶物喩は一般に単価が低く，ひフ頻繁に購入するため，消費涛 は品質・価格などに
十分な生意左払わないで，特定く1ﾌ商店 で臨/＼-

計運^ 上望 まレい方葱とは言力ない。上此 のこれらのことから， 物価上昇下に苫いて健全

な家計 左雄将し,   向£だせるためにはいかなる購入方法をとると よいひ，これを呂的 に，

日用品(r)価格について，福岡市内の現地調査を試みた。

調査方法　時期:  昭和明年/0 月/7曰乙昭和幼年/o 月９曰( 各 ／日),  場所：福岡市内応

^ 呻，対象：日用品At/＆回( 食料晶3端B ， その他//＆ 目), 方法：現地調査。

結果　 の生鮮食料品価格ば団地 周心の商店戦 他品Wi<r>価格は又－パーマーヶV  I- ボ ー

緞にを価乙あった の同一地域内の｢司一品目()>i面格はノ銘柄やt 友これら左取扱う商店て

驀なっていた。③fe鮮食 料品はデパ- ト では良價 のものが匁ぐ 価格は高か。だ。入－パ'
－は中根度の品策で 観m であ 。枇。団地 周辺 の商店は，品噴・価格乙もにt 富t:あ っ忙。

F－34　 消 費生活・ 地 戎格差R   7   ヽ回 。I     つめ分析句

厚生 省人口祠　 内If  老 子

目的　消費±池コ 袴に食i.尭の地域格差。収締傾向にっヽヽ -z は。本 学な- あヽ 'ヽ て3  回It.

わ艮'j 軟もし･z さ 尺。今回は戈の徐 にあヽけう刹 明可能々最新めデーターを剌 両 に その錬

IV S` rt う変代^i 逸ないごうい れも のであう，

方殲　過乞3 回にあヽ rr る報 告ヒ同様狐理府 枇対局 ●ぷ'卑毎に行ヵ:われマき 尺老図消費爽
■　　　　　　■　　　y　7　

・　　　l　’W --　-｡･　 －¶　’・　－”|』/` /9
癒調 査銘 柔 （ 昭 和 升 卑 、 朗 卑 、暦 年、羽 卑 ）を^･ 哺 し 艮.  柵 こ 伯 年・､調 ≪:は

ヽ 昭和 祁
年数

の石 油 シ ョ ツ ワ以 恥 こあ-け う聾 肴 的 不痛 と そ の 国 民 生 活 へ の影 ¶ が あ う程 皮 町映 し1  ヽヽ ろ

と 予想 さ 牡 ろ素､It fi ヽヽ てま 回t べ き も の で あ う 。

銘栗　極めI  ま 目T  A-き知 見。I    つIt.    食料脅､こ占めう主食 希と副食黄のや

献比 かうみ 尺関係z･ ある。ここ-Z･はり 輦頬。地域・ 冷によフて校討レれ。第I  は全鴎を1

地域に医勿 □1 ものであり、第ユは奇町村ﾉ､口・､丸きさI- よう大都剌 中i 市. 小聊市(

４とB n £奇）､町村め区奇T･ある。両t のぼ勿によう分前蛉屎はほ＼=i-秀遠 の耀 向をネして

いろ。それは。主食女の比t の一層利 香fこと副食費のit I ヵ哨 大7  うk  >ヽ う峯本的傾向 の
中^吠 域将左が前司の調iag^ 科牟に比粧しZ  さらit 昧､棉レたい ウわ
町村。人口の大きさ・ 区海､x a

にっヽヽ Z は根倍μゆずう.


